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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・生しいたけ　８個 

【A】 

・豚ひき肉　200g　　・卵　１個　　・酒大さじ　1/2 

・ねぎのみじん切り　大さじ２　　・塩コショウ少々 

【B】 

・みそ　大さじ３　　・すりごま 

・砂糖、酒　各大さじ１ 

しいたけのでんがく 
　関川村はしいたけの菌床栽培が盛んで、県内第

２位の生産量を誇っています。甘辛いみそだれが

香ばしく、ご飯が進む一品です。 

①生しいたけの石づきを取り、Ａの材料を詰め、180

　℃に温めたオーブンで５分ほど焼く。 

②Ｂの材料を混ぜ合わせたものを①にぬり、さらに

　オーブンで５分ほど焼く。 

　（魚焼きグリルでも結構です） 

夕
焼
け
の
歌
に
帰
り
き
子
等
達
に
曾
孫
も
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

笑
顔
で
明
日
も
天
気
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

堤
防
の
左
に
柳
右
さ
く
ら
月
を
仰
い
で
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

夕
陽
を
負
う
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

校
庭
は
桜
の
花
の
ま
っ
盛
り
山
峡
の
春
　
　
　
　

小
池
　
啓
子 

廃
校
に
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

咲
き
盛
る
蓮
華
つ
つ
じ
の
朱
に
触
れ
て
命
の
　
　

渡
辺
千
恵
子 

色
を
ま
ぶ
し
む
吾
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

満
開
の
さ
く
ら
に
五
月
の
風
渡
り
ひ
る
が
え
り
　

山
口
　
藤
枝 

つ
つ
櫻
吹
雪
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 
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さ
つ
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執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 
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暗
算
が
ひ
ょ
っ
と
出
て
来
ぬ
脳
と
な
り
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

少
子
化
の
未
来
気
に
な
る
長
寿
国
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

畑
仕
事
体
力
の
減
り
知
ら
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

答
え
よ
き
孫
に
安
堵
の
愚
痴
の
数
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

検
診
で
数
値
あ
ら
わ
す
背
の
丸
み
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

満
開
の
桜
に
出
会
う
今
日
の
陽
に
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

子
供
の
日
母
手
づ
く
り
の
五
目
寿
し
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

花
に
ら
の
黄
色
際
立
つ
て
ん
て
ん
と
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

遠
会
釈
か
え
す
四
温
の
硝
子
越
し
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

老
足
を
草
若
葉
笑
う
畦
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

寒
暖
に
着
せ
替
え
の
ご
と
こ
の
五
月
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

　
小
池
マ
コ
ト
さ
ん
は
二
十
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
せ
き
か
わ
「
高
齢
化

社
会
を
よ
く
す
る
会
」
の
会
長
を
務

め
、
福
祉
社
会
の
実
現
に
情
熱
を
傾

け
熱
心
に
活
動
を
続
け
た
。
大
正
十

四
年
十
二
月
二
日
村
上
市
山
田
（
旧

神
林
村
）
に
近
友
居
の
三
女
と
し
て

生
ま
れ
た
。
新
潟
県
立
村
上
高
等
女

学
校
を
経
て
昭
和
十
九
年
三
月
和
洋

女
子
専
門
学
校
専
門
部
本
科
（
現
和

洋
女
子
大
学
）
を
卒
業
。
同
年
十
二

月
十
四
日
関
川
村
下
関
の
小
池
寿
哉

さ
ん
と
結
婚
。
花
婿
は
兵
役
に
服
し

て
い
た
の
で
写
真
を
飾
っ
て
の
祝
言

で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
八
年
四
月
新

潟
県
立
村
上
高
校
の
家
庭
科
担
当
教

員
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
三

月
ま
で
二
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
職

務
に
精
励
。
特
に
昭
和
三
十
三
年
四

月
か
ら
十
年
間
村
上
高
校
関
川
分
校

で
村
の
働
き
な
が
ら
学
ぶ
生
徒
の
教

育
に
尽
力
し
た
。 

　
小
池
さ
ん
の
新
し
い
社
会
実
現
へ

の
取
組
み
は
在
職
中
か
ら
で
、
高
校

で
家
庭
科
を
担
当
し
、
「
家
庭
科
男

女
共
修
を
考
え
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー

に
参
加
し
他
に
さ
き
が
け
て
実
践
を

試
み
て
い
た
。
退
職
後
、
高
齢
化
社

会
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
昭
和
五

十
六
年
国
立
婦
人
教
育
会
館
主
催
の

論
文
募
集
に
応
募
。
「
高
齢
化
社
会

の
中
で
の
私
達
の
課
題
」
が
入
選
を

果
し
た
。
そ
し
て
全
国
婦
人
教
育
交

流
集
会
に
参
加
し
研
修
の
機
会
を
得

た
こ
と
で
一
層
高
齢
者
社
会
の
問
題

に
関
心
を
深
め
た
。 

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
実
践
活
動
の

第
一
歩
と
し
て
、
高
齢
化
社
会
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ

れ
を
も
と
に
「
高
齢
化
社
会
を
考
え

る
集
い
」
を
開
催
。
そ
し
て
つ
い
に

昭
和
六
十
一
年
八
月
「
高
齢
化
社
会

を
よ
く
す
る
会
」
（
後
に
高
齢
社
会

を
よ
く
す
る
会
に
改
名
）
を
設
立
。 

　
会
員
は
村
内
の
主
婦
を
中
心
に
男

性
も
含
め
て
三
十
人
で
あ
っ
た
。
会

の
目
標
、
活
動
内
容
、
会
則
な
ど
を

定
め
活
動
を
開
始
し
た
。
会
員
数
は

年
々
増
加
し
、
平
成
七
年
度
は
六
十

名
を
超
え
た
。
活
動
内
容
は
勉
強
会
、

講
演
会
、
奉
仕
活
動
の
ほ
か
目
的
達

成
の
た
め
に
行
政
へ
の
働
き
か
け
な

ど
で
あ
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
関

川
村
長
宛
に
「
多
目
的
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
と
「
必
要
職
員

の
確
保
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
、

施
設
設
備
・
備
品
等
の
充
実
」
に
つ

い
て
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。 

　
こ
れ
が
村
当
局
を
動
か
し
、
他
の

地
域
に
先
が
け
て
平
成
二
年
四
月
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い

の
家
」
が
開
設
さ
れ
、
ま
た
平
成
四

年
四
月
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

う
あ
い
」
が
誕
生
し
た
。 

　
老
い
て
も
す
べ
て
の
人
が
安
心
し

て
暮
せ
る
こ
と
を
目
標
に
先
駆
的
な

活
動
を
続
け
、
村
の
高
齢
者
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
功
績
を
あ
げ
平
成
十

八
年
三
月
、
二
十
年
間
の
活
動
を
終

え
た
。 
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結
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周
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記
念
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俳

句
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小 池 マコト 
　　　　　　（下関在住） 

し
ゅ
う
げ
ん 


